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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞　

· 9/29（木）4病院合同研修があります。夜勤者以外は参加となります。出欠の入力を忘れずに行って下さい。（書類フォルダ→委員会→法人→四病院合同→入力）

当日、アンケート用紙の提出で出欠の確認をするので、入館時にアンケート用紙をもらって帰りに提出して下さい。（出入り口に担当者がいますので渡す事）

19：00～20：30まで八戸公民館で行います。間違えのない様に参加して下さい。

場所がわからないスタッフは確認しておいてください。

· すのこベットの発注について

一度発注伝票を提出していますが、手違いがあり、再度すのこベット11個を発注しています。納品された際、その日のリーダーは課長に一言報告してください。

· 竹澤課長からBユニットの男子用トイレの汚染がひどいと指摘を受けています。長期による汚れで悪臭があるのではないかとの事なので、業者が清掃に来た際、依頼してください。

· 鈴木　サダ様：10/8まで膣脱処置継続です。処置内容変更ありません。

· 高森　清八様：陰嚢部の排膿・腫脹なしという事で野沢Dr指示にて抗菌剤から酵素製剤へ　　

変更となっています。

＜内科診察＞

· 橋本　万様：両下肢の浮腫持続しており、利尿剤7日分継続処方となっています。

· 長坂　才次郎様：両下肢の浮腫持続しており、利尿剤7日分継続処方となっています。

　

＜褥瘡評価＞

· 永洞　恭子様：浸出液軽度あります。皮膚の状態は良好です。水切りパットでの処置を継　

続していきましょう。

· 北山　和子様：踵部の褥瘡は乾燥しています。仙骨部は改善してきています。皮膚科診察

で状態報告し、処置内容確認していきましょう。

· 橋本　　万様：皮膚の状態は、新しい皮膚ができても、オムツ等で蒸れてしまいはがれてし　

まう状態です。悪化はありません。

＜NCP評価・検討＞

· 長根　矢一様：9/26（月）東Aユニットから南Cユニットへ転入となっています。日中は徘徊　

多いですが問題となる程ではありません。時折居眠りが見られています。夜間は徘徊続け睡眠確保できず放尿があります。日中の居眠りをなくし、夜間の徘徊を軽減できるよう、ケアプランを立案しています。

　　　　

　＃１　徘徊

　　　　　　P-1　興味のあるものを見つける

1 プログラムへの参加を促す。

2 水分補給の時間には「お茶を飲みに行きましょう」と声掛けをする。（10：00・15：00）

3 10：00の水分補給の時間にコミュニケーションを図る。（釣りが趣味であった）

4 ③について評価をする。

5 夜間の睡眠状態の観察。

6 バイタルサイン測定。

以上の点を観察し、記録していきましょう。

